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Abstract.   A faunal survey of Pseudoscorpiones was carried out in the Imperial Palace, Tokyo, from 2023 to 
2024. Five species were collected: Anatemnus sp., Apocheiridium pinium Morikawa, 1953, Pararoncus japonicus 
(Ellingsen, 1907), Microbisium pygmaeum (Ellingsen, 1907), and Tyrannochthonius japonicus (Ellingsen, 1907). 
Of these, the two arboreal species, Anatemnus sp. and Apocheiridium pinium are newly recorded from the Imperial 
Palace. The collected Anatemnus represents an undescribed species, which also constitutes the first record of the 
genus Anatemnus from Japan.
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は じ め に

皇居のカニムシ相については青木ほか（1976），
坂寄（2000，2014）の計3回調査が行われ，4科4
種が記録されている．しかし，これまでの調査は

土壌性のカニムシのみを対象としており，土壌以

外の環境に生息するカニムシ相は明らかになって

いない．そこで，今回は皇居の包括的なカニムシ

相を明らかにすることを目的として，2023年4月6
日，同年12月4日，2024年4月17日の計3回調査を

実施した．

材料および方法

本調査では皇居内の様々な環境から見つけ採り

とシフティング，ソーティングによる採集を行っ

た．特に，これまで皇居から記録がない樹上性の

種を探索するため，樹木の樹皮下を重点的に探し

た．今回の調査で得られた標本は国立科学博物館

に保管されている．

結果および考察

今回の調査で得られたカニムシ類の総個体数は

32個体で，5科5種類に同定された．今回確認され

た5種の内，土壌性の3種は既に報告されている

が，樹上性のAnatemnus sp.，オオウデカニムシの

2種は皇居からの新記録種となる（図1–2）．
Anatemnus sp. （図1） は，これまで日本から報告

されたことがない国内新記録属で，さらに未記載
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種である．本種は触肢の感覚毛の配置から，この

属に同定された．また，眼斑を持つ；転節上部の

突起が円錐形で，先端方向に尖る；転節下部の突

起が丸く，基部方向に張り出す；紡績腺に4–5本
の突起を持つ；触肢転節表面，腿節内側表面，膝

節表面，鋏部内側表面が顆粒状になる；という形

質の組み合わせから，同属の既知種と区別される．

本種は新種として記載する準備を進めている．

オオウデカニムシ（図2）は，触肢動指が触肢

鋏部の掌部よりも長く，触肢膝節の長さが触肢

鋏部の掌部が約2倍であることから本種に同定し

た．本種は東京都を含めた日本各地に生息するカ

ニムシである（大平・浅野，2025；佐藤，1978，
1979，1982，2021；佐藤ほか，1988；佐藤・原

田，2004；Morikawa，1953）．これらの樹上性の

2種は異なる樹種から得られた．Anatemnus sp.は
プラタナスかケヤキの樹皮下，オオウデカニムシ

はヒマラヤスギの樹皮下から採集され，同じ樹種

から2種が採集されることはなかった．

以前の調査で報告された土壌性カニムシ4種の

内，アカツノカニムシ，チビコケカニムシ，ムネ

トゲツチカニムシの3種は本調査でも確認された．

アカツノカニムシは5個体，ムネトゲツチカニム

シは13個体，チビコケカニムシは3個体採集され

た．これまでの調査と同様に，ムネトゲツチカニ

ムシの個体数が最も多く，チビコケカニムシはム

ネトゲツチカニムシよりも個体数が少なかった．

また，アカツノカニムシは冬期の2023年12月4日
の調査のみで確認された．本種は以前の調査でも

冬期にのみ採集されている（坂寄，2000）．佐藤 
（1988）はアカツノカニムシの成体が冬期にのみ

出現すると報告しており，皇居の調査結果と合致

する．なお，アカツノカニムシは坂寄（2000）の

報告の時点ではコケカニムシ科 Neobisiidaeに分

類されていたが，Harvey and Volschenk（2007）は

本種をツノカニムシ科 Syarinidaeに移動した．そ

図1–2．  皇居初記録のカニムシ類．1. Anatemnus sp.　2. オオウデカニムシ Apocheiridium pinium.　スケー

ルは0.5mm．
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こで本報告ではアカツノカニムシをツノカニムシ

科Syarinidaeに分類した．

一方，ヤマメクラツチカニムシは以前の調査で

は報告されているが，今回の調査では確認されな

かった．本種は以前の調査でも個体数が少なく，

ほとんどの個体は1～3月に採集されている．今回は

この時期に調査を行っておらず，また樹上性種を

中心に調査したため本種を発見できなかったと考

えられ，現在も皇居に生息している可能性が高い．

皇居のカニムシ目録

Class Arachnida クモ綱

Order Pseudoscorpiones カニムシ目

Family Chthoniidae Daday, 1888 ツチカニムシ科

�Mundochthonius japonicus scolytidis Morikawa，
1954 ヤマメクラツチカニムシ

 Tyrannochthonius japonicus (Ellingsen，1907) ム

ネトゲツチカニムシ

Family Syarinidae Chamberlin, 1930 ツノカニムシ科

�Pararoncus japonicus (Ellingsen, 1907) アカツノ

カニムシ

Family Neobisiidae Chamberlin, 1930 コケカニムシ科

�Microbisium pygmaeum (Ellingsen, 1907) チビコ

ケカニムシ

Family Atemnidae Kishida, 1929 メナシカニムシ科

Anatemnus sp.（図1）

Family Cheiridiidae Hansen, 1894 ウデカニムシ科

�Apocheiridium pinium Morikawa, 1953 オオウデ

カニムシ（図2）
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